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日本と世界の現状から見た

北海道の洋上風力発電



いま、エネルギーを取り巻く状況は、国内外で大きく変化しています。

洋上風力が注目されている背景とともに、日本と世界各国の状況を紹介します。

注目される再生可能エネルギーと
洋上風力発電の拡大

注目される再生可能エネルギーと洋上風力発電の拡大

再生可能エネルギーがなぜ注目されているのか？

将来の洋上風力発電市場

上昇を続ける日本の年平均気温

日本のエネルギー自給率

世界では再生可能エネルギーへのシフトが進む

世界的に風力発電の導入が進んでいます

2注⽬される再⽣可能エネルギーと洋上⾵⼒発電の拡⼤

2024年の日本の平均気温は、1898年の統計開始以

降、最も高い値となりました。長期的には100年あ

たり1.40℃の割合で上昇しており、特に1990年代

以降、高温となる年が頻出しています。気温上昇

をはじめとした気候変動問題は、世界規模で対策

が求められています。

日本のエネルギー自給率は13.3%で、先進国38ヵ国

で構成されるOECD諸国と比べて低い水準です。日

本は海外から輸入される化石燃料（石油・石炭・

天然ガス）に大きく依存していますが、近い将来

枯渇することが予想され、また地球温暖化の原因

となるCO2を大量に排出します。このため、枯渇せ

ず、温室効果ガスを排出しない再生可能エネル

ギーが注目されています。

世界では、発電電力量に占める再生可能エネルギーの割合が大きくなっており、2021年時点でドイツ・イギリ

ス・スペイン・イタリアでは発電電力量のうち約４割、カナダでは６割以上をそれぞれ占めています。

一方、日本における再生可能エネルギーの割合は約２割となっており、世界と比較して導入割合が低い状況です。

日本における風力発電の割合は0.9%にとどまっており、今後洋上風力発電の導入推進によって2030年までに5.0%

まで伸ばすことを目標としています。

世界的に洋上風力発電市場は著しく拡大しています。

2018年の23GWから2030年にはほぼ10倍の228GW、2050年には約1,000GWにまで洋上風力発電容量が増加する見通しが

示されています。

1 注⽬される再⽣可能エネルギーと洋上⾵⼒発電の拡⼤

⿊線：各年の平均気温の基準値からの偏差

⻘線：偏差の5年移動平均値

⾚線：⻑期変化傾向

基準値は1991〜2020年の30年平均値

トレンド＝1.40(℃/100年)

日本の年平均気温偏差の経年変化

（1898～2024年）

出典：気象庁HP（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html）

「日本の年平均気温」をもとに作成

一次エネルギー（※）

石油、石炭、天然ガスなど加工されない状態で供給されるエネルギーで、「一次エネルギー」を転換・加工して得られる電力 、
都市ガスなどを「二次エネルギー」という

出典：資源エネルギー庁HP（https://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/pdf/energy_in_japan2023.pdf）「主要国の⼀次エネルギー⾃給⽐較（2021年）」をもとに作成

主要国の一次エネルギー（※）自給率比較（2021年）

(⽔⼒除く地熱、⾵⼒、太陽光など）
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（https://www.enecho.meti.go.jp/statistics/total_energy/pdf/gaiyou2021fykaku.pdf）「News Release」をもとに作成
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IRENA (2019), Future of wind: Deployment, investment, technology, grid integration and socio-economic aspects (A Global Energy Transformation paper), International 

Renewable Energy Agency, Abu Dhabiをもとに作成
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世界の動向：洋上風力発電市場の推移と推計

出典：IRENA（https://www.irena.org/-/media/files/irena/agency/publication/2019/oct/irena_future_of_wind_2019.pdf）

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html


日本は人口が多く平野が少ないため、陸上だけでは再生可能エネルギーの発電施設の立地は限られてしまいます。

そこで、いま注目されているのが「洋上風力発電」です。現在、促進区域に指定され事業が進められている地域

のほか、各地で導入が検討されています。

海に囲まれた日本には、洋上風力発電のポテンシャルが高い海域が多くありますが、それらは豊かな漁場でもあ

ります。多くの生き物が生息している地域であることから、導入にあたっては環境への影響を考慮し、住民の

方々の理解を得ながら慎重に進めなければなりません。

北海道の特性と取組

北海道の特性と取組／日本の洋上風力発電の動向

北海道の持つ大きなポテンシャル

日本の洋上風力発電の動向

日本でも動き出した洋上風力発電

合同会社グリーンパワー石狩（※）

(株)ＪＥＲＡと(株)グリーンパワーインベストメントによる特別目的会社
写真提供：株式会社グリーンパワーインベストメント

また、一般海域においては、北海道の日本海側５つの区域が「有望区域」として整理され、洋上風力発電の導入が

検討されています。（次頁参照）

北海道の特性と取組 日本の洋上⾵⼒発電の動向

道内の洋上風力発電導入の取組

北海道は「再生可能エネルギー」のポテンシャルに恵まれています。道民の暮らしには安全

かつ安定的で安価なエネルギーが必要です。ここでは北海道の特性と脱炭素に向けた洋上風

力の取組を紹介します。

北海道の豊かな自然は、水力、太陽光、地熱、バイオマスなどの多様性に富んだエネルギーとして利用されてき

ました。その中の一つが風力で、発電に欠かせない強い風が吹く北海道では、現在も多くの陸上風力発電施設が

各地に建設されています。

合同会社グリーンパワー石狩（※）は、日本初の8MW大型

風車を採用した国内最大規模の商用洋上風力発電所である

「石狩湾新港洋上風力発電所」の商業運転を2024年1月1日

に開始しました。

風車14基を設置し、総出力は112MWです。

この洋上風力発電所は、出力変動対策として蓄電池を設け

た変電所を備えています。また、日本で初めて風車基礎に

ジャケット構造を採用したほか、世界最大級の大型SEP船

を活用して建設されました。

国内では一部の地域で洋上風力発電の開発・導入が進んでおり、ポテンシャルの高い道内

においても、多くの場所で開発が進められる可能性があります。

43

MOPA（室蘭洋上風力関連事業推進協議会）について

MOPAは、室蘭に洋上風力関連事業を誘致し地元の活性化を図

ることを目的に、民間主体で2020年1月に発足した協議会で

す。（会員：122団体 2024年12月末日時点）

室蘭のポテンシャルを内外に発信するため、行政との連携は

もとより、国内外のエネルギー展への出展や、高校生・大学

生や教諭を対象にした講演会の開催、地元の魅力や人材育成

の必要性についての提言のほか、希望会員を対象に種々の勉

強会や視察を企画実施しています。

2024年2月に東京で開催されたWIND EXPO（春）2024では

ブースを出展しMOPAの活動について紹介しました。

トピック

WIND EXPO2024の模様

● 促進区域

✓ 自然的条件が適当であること

✓ 漁場や海運業等の先行利用に支障を及ぼさないこと

✓ 系統接続が適切に確保されること等の要件に適合しており、
具体的に事業を進める一般海域内の区域

● 有望区域
早期に促進区域に指定できる見込みがあり、より具体的な検討を進めるべき区域

● 準備区域

利害関係者等との調整に着手しており、将来的に有望区域となり得ることが期待される区域

区域の位置づけ

✓

✓

出典：資源エネルギー庁（https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/yojo_furyoku/seido.html）

「促進区域・有望区域等の指定・整理状況」をもとに作成

促進区域、有望区域等の指定・整理状況

（2025年1月時点）
現在の促進区域・有望区域・準備区域の状況

事

業

者

選

定

済



洋上風力発電は、大量導入とコスト低減が見込まれ、経済波及効果も期待されます。

洋上風力発電の先進地域や道内では、どのような取組が実施されているかを、各地の事例

により紹介します。

洋上風力発電に係る取組

人材育成 産業育成

洋上風力発電に係る取組

地域活性化

洋上⾵⼒発電に係る取組

洋上風力発電の導入により、①製

造②建設③メンテナンス④研究開

発の分野でビジネスの成長が期待

されます。発電事業者が必要に応

じて外部事業者に発注するこれら

の業務を、地域企業が提供できる

よう、事業紹介や企業間マッチン

グを実施しています。

洋上⾵⼒発電に係る取組 65

人材育成

北海道では、将来の人材確保のため、技術系教育機関の学生等を対象とした洋上風力発電施設への

バスツアーや出前授業を実施しています。

バスツアー 出前授業

洋上風力発電の導入が進むと、今

後、発電所の建設工事や発電設備

の維持管理における人材の確保が

重要となります。その担い手とな

る人材を確保するため、教育・研

究機関と発電事業者等の産業界が

連携し、洋上風力発電に係る人材

育成の取組を実施しています。

一般社団法人海洋産業研

究・振興協会は経済産業省

の協力のもと、洋上風力発

電事業を支える人材育成を

進めていくための枠組みと

して、産業界と高専・大学

等の教育・研究機関が連携

した「洋上風力人材育成推

進協議会（ECOWIND）」を立

ち上げています。

この枠組みでは、産業界と

高専・大学等が持つ人材や

教育に関する互いのシー

ズ・ニーズのマッチングや、

各地の産学連携の活動を相

互につなぐネットワーク化

を行っています。

北海道大学では、洋上風力発電を含む再エネに関する研究・人材育成の拠点であるRERECを設置し、

ネイチャーポジティブかつ地域社会ポジティブを両立させるバランスの良い社会システムの実装を目指した

取組を行っています。

風車がある風景を観光資源として

活用した見学ツアーや、風車が発

電した電力を地元産品の生産に活

用している取組があります。

また、発電事業者の協力により、新

商品の開発や地元産品の販路拡大等

を行っています。

多分野連携

出典：RERECホームページ
（https://www.fsc.hokudai.ac.jp/REREC/）

出典：北海道⼤学FSCホームページ

（https://www.fsc.hokudai.ac.jp/20241128-2/）

人材育成の枠組み

出典：資源エネルギー庁HP（https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/yojo_furyoku/pdf/025_s02_00.pdf ）



産業育成

7 洋上⾵⼒発電に係る取組 8

洋上風力発電に係る取組

洋上⾵⼒発電に係る取組

地域活性化

詳しくはこちらをご参照ください

秋田由利本荘オフショアウィンド合同会社

秋田県由利本荘市沖（北側・南側）洋上風力発電事業概要説明
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/yojo_furyoku/dl/kyougi/akita_yuri/05_docs03.pdf

秋田県由利本荘市沖では地域活性化につながる取組として、発電事業者がグループ企業や協力企業での取り扱いを

通じた地域産品の販路拡大・支援や、県内高校と共同した商品開発を実施しています。

GOWS-Japan

詳しくはこちらをご参照ください

国土交通省港湾局

五島市

五島市観光協会

洋上風力発電を通じた地域振興ガイドブック

https://www.mlit.go.jp/kowan/content/001467103.pdf

五島再生可能エネルギーツアー
https://www.gotokanko.jp/area/kishiku/

浮体式洋上風力発電

https://www.city.goto.nagasaki.jp/energy/li/020/index.html

長崎県五島市では、浮体式洋上風車「はえんかぜ」が設置されています。

「はえんかぜ」は環境省の実証事業によって設置され、２年間の実証運転を経

た後、現在は商用運転されています。また、五島市観光協会では、観光客向け

に海上から「はえんかぜ」を視察することができる再生可能エネルギーツアー

を開催しており、風車を活用することで、地域の観光振興に繋げています。

その他に、地元で獲れた魚を使った「かんぼこ」という食品を作る際の電力

を、地元の風車で発電したものに切り替えることで、エネルギーの地産地消と

製造の脱炭素化に取組んでいます。

観光資源になる風車

マッチング

GOWS-Japanや、2024年12月に道が札幌で開催した洋上風力発電セミナーの会場において、事業機会創出を目的と

したビジネスマッチングを実施しました。

各回20社以上の道内企業がマッチングに参加し、風車メーカーや発電事業者等と個別に面談し、事業参入や連携

の可能性について話し合いました。

出典：資源エネルギー庁HP（https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/yojo_furyoku/k_akita_yuri.html）

「秋田県由利本荘市沖（北側・南側）洋上⾵⼒発電事業 概要説明」をもとに作成

＜漁師さんからの地魚EC直販事業支援＞ ＜県産品のEC販売支援事業＞ ＜三菱商事本社前での秋田物産展開催＞

＜県内高校と共同開発した商品(シイラジャーキー)＞

由利本荘市職員さまも店頭で販売支援

Copyright © 2023 Akita Yurihonjo Offshore Wind LLC All rights reserved

2024年9月、世界的な洋上風力発電のイベントであるGlobal Offshore Wind Summit-Japan（GOWS-Japan）が札幌

で開催されました。このイベントでは、国内外から700名以上の事業者が参加し、洋上風力発電事業の理解を深め

るための専門家による講演会やディスカッションが行われました。この他にも、参加した事業者・自治体による

最新技術やサービス等の展示も行われました。

出典：国土交通省HP（https://www.mlit.go.jp/kowan/content/001761157.pdf）

＜受付＞ ＜北海道ブース＞

＜GOWS-Japan ビジネスマッチング会場＞ ＜洋上風力発電セミナー・マッチング（札幌）＞

秋田県の事例

⻑崎県の事例

https://www.mlit.go.jp/kowan/content/001761157.pdf


洋上風力発電施設が建設されることの不安として、漁業や環境への影響が挙げられます。

そのため、事業を進めるにあたっては、漁業関係者や住民の方々とコミュニケーションを取り

ながら進めるほか、「環境アセスメント」による調査・予測・評価が義務付けられています。

地域と調和した洋上風力発電

地域と調和した洋上風力発電

事業者は、計画段階から専門家等の助言や環境省が

作成した鳥類への影響が懸念される区域を示した地

図等を踏まえ、適切な調査・予測および評価を行い、

その結果を踏まえ、海鳥をはじめ野生生物への影響

を回避または極力低減することが求められています。

景観の変化

生活環境の変化

騒音・超低周波音のほか風車の影や地域の工事関係

者の車両の増加・港での準備作業による騒音や振動

などについても事業者に配慮が求められています。

電磁波

環境保全措置と事後調査

野生生物への影響
漁業との調和

騒音・超低周波音

漁場との共生
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地域の漁業と共生する洋上風力発電が求められてい

ます。洋上風力発電施設が建設される海域は、沿岸

の良好な漁場でもあります。このため、地域の漁業

者との十分な対話を行い、漁業者の意見を踏まえな

がら建設を進める必要があります。なお、再エネ海

域利用法の有望区域に選定された場合は、関係する

市町村や漁業団体が参加する協議会が組織され、そ

の中で漁業への影響や今後の漁業振興策について検

討することになりますが、参加する漁業団体の同意

なく先の段階に進めることはありません。

国内の送電線や変電所には、電磁波の強さに関して

国による規制があります。洋上風力発電の建設にお

いては、電磁波は環境影響評価法などの対象とはな

りませんが、洋上風力発電の関連施設が稼働した後

に発生する電磁波は、既存の送電線、変電所と同様

の規制におさまる範囲となります。

いつも見慣れている海に巨大な風車が建つことによ

る景観の変化を心配する声もあります。洋上風力発

電事業の計画に対しては、道や市町村の定める条例

や景観計画の遵守のほか、現地調査とフォトモン

タージュなどによる客観的な予測と評価及び各種ガ

イドラインに沿った景観づくりへの配慮等により、

眺望や景観への影響を回避・低減することや、事業

計画の具体化や調査にあたって住民の方々の意見を

聞きながら進めることが必要です。

洋上風力発電施設の稼働に伴う騒音について、環境

省の定めたマニュアルや最新の知見等に基づいて住

居等への影響を適切に調査・予測及び評価し、生活

環境への影響を回避または極力低減することが求め

られています。既存の調査では、超低周波音は知覚

できないレベルであるとされていますが、住民の

方々のご不安やご懸念等のご意見を十分に伺い、丁

寧な説明を行っていくことが重要です。

アセスメントの
進め方を設計する

設定

評価を定める
事業の実施

•
環境保全措置の

実施確定

フォローする

事後
調査

アセスメント図書を作成する
環境保全措置の検討

調査 予測 評価

情報の交流・理解の促進

多様な関係者（行政・市民・NGO・専門家など）

調査・予測・評価を受けて、環境影響の回

避または低減措置の検討、代償措置を検討

調査・予測・評価について、

●予測の不確実性が大きい場合

●効果に係る知見が不十分な環境保全措置

を講ずる場合

環境保全措置の実施 事後調査の実施・公表

出典：第2 回秋田県八蜂町および能代市沖における協議会資料（https://www.mlit.go.jp/kowan/content/001384633.pdf）「⾵⼒発電所の環境影響について」

洋上風力発電施設とデジタ

ル技術を活用し、漁業の生

産性を高めるスマート漁業

が検討されています。

たとえば、風車に設置され

た計測機器から魚の生息状

況や海洋環境等のデータの

収集・解析を行い、漁場の

位置特定や、出漁可能かの

判断材料とするといった、

漁業の効率化を図る方法が

模索されています。

「遊佐地域の将来像」と協調策・振興策の参考イメージ

出典：資源エネルギー庁HP（ https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/yojo_furyoku/dl/kyougi/yamagata_yuza/04_docs08.pdf）


